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他の栄養・脂溶性機能成分について検討
代謝酵素解明、代謝促進成分の検索
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機能性

技術の特徴
脂溶性機能成分の抗酸化作用や抗肥満作用が培養細胞や動物実験にて示されているが、ヒト
では摂取した機能成分は胆汁に可溶化、腸管吸収を経て、代謝された産物が機能の一端を担う
と考えられる。脂溶性成分の吸収・機能発現向上を目的として可溶化・吸収を高める（生体利用
性を高める）方法の開発と同時に、代謝産物の機能研究を行っている。

研究の内容
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ホウレンソウホモジネート
中の主要なカロテノイド
lutein&β-carotene

について調べる

油脂の可溶化促進
カロテノイドの疎水性が
高い場合に顕著な効果

HPLC分析
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今後の展開

カロテノイド代謝産物によるマウス3T3-L1脂肪前駆細胞の分化誘導抑制効果
（細胞内に脂肪を作る細胞へと分化するのを防ぐ：抗肥満効果）

Lutein (20 M) 3’-Hydroxy-,-Caroten-3-one

(20 M)
Positive control (PC)

(berberine 1 g/mL)
↑ 顕微鏡写真（ｘ２００）

Sudan Blackを抽出、定量し、タンパク量で補正 （トリグリセライド）TG E-test wakoで定量、タンパク量で補正

細胞内カロテノイド蓄積濃度と抗肥満効果との関係

同一カロテノイド間では、濃度依存的に効果を発揮しているように見える。
代謝前後での比較では？

ルテインの場合では、代謝産物の方が細胞内濃度が増加した。

しかし、単純に、その結果として機能を発揮するようになったようには見えな
い。
細胞内濃度（lutein at 20 M > 3’-Hydroxy-,-Caroten-3-one at 10 M）
ＴＧ量低下 （3’-Hydroxy-,-Caroten-3-one at 10 M > lutein at 20 M）
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油脂はカロテノイドの腸管吸収も
促進。極性が高いカロテノイドに
対しては、吸収過程での効果の
方が大きい。

3’-hydroxy-,-Caroten-3-one

insulin、3-isobutyl-1-methylxanthine、dexamethasoneで処理（分化開始）後カロテノイド添加、一定期間
培養後に分析。Sudan Black B で脂肪を染色、抗肥満効果の高いもの程黒く染まらない。
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日本農芸化学会2014年度大会で発表
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